
中学校外国語研究部 

 

Ⅰ 研究主題 

「聞くこと」「話すこと」「読むこと」「書くこと」の４技能を総合的に活用できる生徒の育成 

－コミュニケーション能力の育成を目指した指導と評価の工夫－ 

 

Ⅱ 研究主題設定の理由 

 いよいよ来年度、平成２４年度より、新学習指導要領が全面実施される。新・旧の目標を比較す

ると、現行の指導要領では「聞くこと」「話すこと」が重視されているが、新学習指導要領では、４

技能全ての育成を重視している。また、内容については、領域ごとの言語活動における指導項目が

再編成され、「正確に」「適切に」「正しく」という言葉が多くある。更に「聞くこと」や「書くこと」

を通じて得た知識等を「話すこと」や「書くこと」を通じて発信できるよう、４技能を統合的に育

成する指導の充実を図る、と示されている。 

 これに加え、小学校では本年度から「外国語活動」がスタートし、外国語の音声や基本的な表現

に慣れ親しみ、コミュニケーション能力の一定の素地を育んだ生徒がこれから入学してくるわけで

ある。中学校は「外国語活動」についてよく知り、小学校での活動を踏まえ、それを発展させてい

くことが特に重要になっていくと考える。 

 本研究部では、４技能を総合的に活用できるコミュニケーション能力を育成させるためには、ど

のような指導計画や指導の工夫・改善が有効かを教材研究や授業研究を通して検証し、提案するこ

ととした。 

 

Ⅲ 研究の内容及び実践例 

 １ 英語教育小中連携研修会から（指導・助言：埼玉大学 及川賢准教授）   

（１）「外国語活動」と「外国語」の相違点から見えてきたもの 

 

 

    外国語活動   つなぐために  外国語 

 

○外国語に「慣れる」「親しむ」        ○外国語のスキルを正確に正確に正確に正確に 

【楽しい活動】【楽しい活動】【楽しい活動】【楽しい活動】                                    【定着させる授【定着させる授【定着させる授【定着させる授業】業】業】業】⇒⇒⇒⇒評価評価評価評価    

○外国語を「聞いたり」「話したり」する    ○「読んだり」「書いたり」バランスよく 

【音声重視の指導法】【音声重視の指導法】【音声重視の指導法】【音声重視の指導法】                    【活用できる指導法】【活用できる指導法】【活用できる指導法】【活用できる指導法】 

○体験的なコミュニケーション活動から    ○正しい発音・語順・文構造を身につけ 

【送受信の楽しさを体験】【送受信の楽しさを体験】【送受信の楽しさを体験】【送受信の楽しさを体験】        【より正確に送受信する】【より正確に送受信する】【より正確に送受信する】【より正確に送受信する】    

 

         

     

５年間を見通した５年間を見通した５年間を見通した５年間を見通した    

指導計画や授業法の工夫・改善指導計画や授業法の工夫・改善指導計画や授業法の工夫・改善指導計画や授業法の工夫・改善    

         

 

 



全体指導 

定着度確認定着度確認定着度確認定着度確認    

↓↓↓↓    

単純な評価 

目標達成？ 

○か×か？ 

他から学ぶ 

    ↓↓↓↓    

レベルアップレベルアップレベルアップレベルアップ    

（２）５年間を見通した指導計画や指導法の工夫・改善 

①小学校「外国語活動」の実態を把握し、授業に活かす 

    ○英語ノートや学びノート DVD の内容や指導計画を知る 

      ○小学校の先生方のアイディアから学ぶ 

 

 

     ○小学校で「やった、聞いたことがある」から導入してみる 

     ○「楽しい体験活動」とは違う活動にするためには 

      ・目的（評価規準）をはっきりとさせ、競争活動にはしない 

      ・活動前の練習を充実させ、正しい英語で顔をみて活動させる 

 

②慣れ親しんだ「音声」を「文字」につなげる⇒「話す」「聞く」から「書く」「読む」へ 

   大文字はわかるけど、 

小文字は？わからない？ 

アルファアルファアルファアルファベットベットベットベット    

 

    小学校で習った 

ローマ字とは違う？？ 

    ヘボン式ローマ字ヘボン式ローマ字ヘボン式ローマ字ヘボン式ローマ字    

 

   聞いてわかるけど 

    書けないっ？？？ 

    イングリッシュイングリッシュイングリッシュイングリッシュ    

 

③正確に定着させる指導法の工夫・改善を図る 

  ○授業や単元の中で：生徒間発話（音声面）の質を高め、発話量の増大を図る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

      

 

 

 

 

小文字は書く前に 

両手で作る手文字手文字手文字手文字で覚える 

日本語の 50 音と英語の発音

（（（（sh,ch,ts,f,j,zsh,ch,ts,f,j,zsh,ch,ts,f,j,zsh,ch,ts,f,j,z））））の違いを 

都道府県名で徹底指導徹底指導徹底指導徹底指導 

英語特有の発音（b と v、l と

r、m と n、f、th など）は口

や舌の動きで脱カタカナ発音脱カタカナ発音脱カタカナ発音脱カタカナ発音    

＝文字＝文字＝文字＝文字につながります 

ペアワーク 

定着活動定着活動定着活動定着活動    

  ↓↓↓↓    

Ｓ－Ｓ練習 

発話の質を

高め、発話

量を増やす 

        ↓↓↓↓    

個別指導個別指導個別指導個別指導    

 

英英英英

語語語語

がががが

頭頭頭頭

にににに

残残残残

るるるる    

全体指導 

目標提示目標提示目標提示目標提示    

  ↓↓↓↓    

T-S 練習 

ペアワーク

の質を大き

く左右する 

    ↓↓↓↓    

正確に正確に正確に正確に    

活活活活    用用用用    

○ＡＬＴとの１対１のスピーキングテストスピーキングテストスピーキングテストスピーキングテスト 

○ＪＥＴとの１対１のリーディングテストリーディングテストリーディングテストリーディングテスト 

通じた「喜び」「喜び」「喜び」「喜び」上手くいえなかった「悔しさ」「悔しさ」「悔しさ」「悔しさ」 

次への意欲次への意欲次への意欲次への意欲    



○「定着」を意識した教材のスパイラル活用 

～１年間・３年間の中で教科書や教材をリユースしてみる～ 

              

           

 

 

デイリールーティーン 

             【一般動詞の定着】 

 

 

 

 

 

 

（３）実践例 

第第第第１１１１学年学年学年学年    英語科学習指導案英語科学習指導案英語科学習指導案英語科学習指導案    

１ 題材名   Sunshine English Course １  Program ３ シンガポールからのお客さん 

 

２ 題材設定の理由 

（１）生徒観 

小学校での「外国語活動」を経験してきているので、「聞くこと」「話すこと」において、 

○あいさつや簡単な英語を使ってやり取りをすることができる生徒が多い。○あいさつや簡単な英語を使ってやり取りをすることができる生徒が多い。○あいさつや簡単な英語を使ってやり取りをすることができる生徒が多い。○あいさつや簡単な英語を使ってやり取りをすることができる生徒が多い。    

○英語を使うことが楽しいと感じている生徒が多い。○英語を使うことが楽しいと感じている生徒が多い。○英語を使うことが楽しいと感じている生徒が多い。○英語を使うことが楽しいと感じている生徒が多い。    

○語彙力も比較的あるため○語彙力も比較的あるため○語彙力も比較的あるため○語彙力も比較的あるため、表現活動にも意欲的に取り組むことができている。、表現活動にも意欲的に取り組むことができている。、表現活動にも意欲的に取り組むことができている。、表現活動にも意欲的に取り組むことができている。    

 

（２）教材観 

由紀や武史が総合的な学習の時間にシンガポールからの留学生の英語での自己紹介を聞き、留学

生に英語で質問している。シンガポールの簡単な紹介や好きな食べ物、教科という身近なことを話

題にしている。由紀や武史が物怖じせずに、英語で話しかけている姿勢を学び、AETや JET、友達と

自己紹介し合い、自分や相手の興味や関心があることについて聞きたいという思いを高めたい自分や相手の興味や関心があることについて聞きたいという思いを高めたい自分や相手の興味や関心があることについて聞きたいという思いを高めたい自分や相手の興味や関心があることについて聞きたいという思いを高めたい。。。。 

 

（３）指導観 

一般動詞を導入することは、生徒の表現の幅を広げる、絶好の言語材料と考える。生徒が興味、

関心を持って表現活動ができるよう工夫し、身に付いた英文を使い、自己表現ができるようにして

いきたい。また、今後の活動にもつながるよう、「朝起きてから、夜寝るまで」の今後の活動にもつながるよう、「朝起きてから、夜寝るまで」の今後の活動にもつながるよう、「朝起きてから、夜寝るまで」の今後の活動にもつながるよう、「朝起きてから、夜寝るまで」の Daily RoutineDaily RoutineDaily RoutineDaily Routine

でよく使う表現も身につけさせたい。でよく使う表現も身につけさせたい。でよく使う表現も身につけさせたい。でよく使う表現も身につけさせたい。 

 

 

 

 

 

【過去形の定着】 

日記の習慣化 

【未来形の定着】 

予定･計画を立てる 

【３単現形の定着】 

ピクチャーテリング 人称変え読み書き 

工夫次第で何度でも活用可 



３ 指導計画 

時間 主な目標 主な学習活動 研究主題との関連 

１ 

２ 

３ 

○一般動詞を使った文の学習 

１．肯定文 

２．疑問文・否定文 

３．whatを使った疑問文の用法を理解させる。 

・パターンプラクティスや基本的

な練習問題に取り組む。 

・アクセントやリズムに注意して

発音し、基本文を覚える。 

・定着を図る 

・適切な音声から

文字につなげる指

導 

４ 

○本文の音読指導 

・単語⇒ﾌﾚｰｽﾞ⇒文の順で正しく発音させる。 

・英文の一部が日本語になっている「変換読み」

や日本語訳を「通訳読み」をさせる。 

・色々な方法で繰り返し発音す

る。 

・アクセントやリズムに注意して

発音し、スムースでクリアーな発

音を目指す。 

･定着を図る 

･適切な音声から

文字につなげる指

導 

５５５５ 

本時本時本時本時 

○言語活動 

・Daily Routineについて英語でQ＆Aを行う。 

・My Daily Routineを英語で書く。 

・発音に気をつけて、Q＆A を行

い、正確に伝え、正確に聞き取る。 

・プリントに自分の日常生活につ

いて英語で正しく書く。 

・「外国語活動」の

復習～定着へ 

・適切な音声から

文字につなげる指

導 

６ 

７ 

○まとめの活動 

・一般動詞を使った文のまとめをさせる。 

・本文のまとめをさせる。 

○音読チェック 

・教科書本文を正しく音読させる。 

○Speaking Test 

・ALTと Daily RoutineについてのQ＆Aをさ

せる。 

 

・プリントを使用してまとめの学

習に取り組む。 

・1 人 1 人が教師の前で音読し、

チェックを受ける。 

・AET と 1 対 1で会話をする。 

・定着を図り、学

力向上を図る 

・適切な音声から

文字につなげる指

導 

・定着した英語を

「活用」させ、次

への意欲を高める 

 

４ 本時の学習 

 （１）本時の目標 

    ① ペアワークにおいて、間違えることを恐れず話すことができる。 

② 日常生活について英語で尋ねたり、答えたりすることができる。  

    ③ 日常生活について、英語で正しく書ける。  

 

（２）評価規準 

評価の観点 内容のまとまりと評価規準 
評価場面 

ア ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝへ 

の関心・意欲・

態度 

①意欲的に英語であいさつをしたり､諸活動に取り組

んだりしている。 

②ﾍﾟｱﾜｰｸにおいて、間違えることを恐れず話している。 

･活動の観察 

 

･後日の Speaking Test 

イ 表現の能力 

①日常生活について英語で尋ねたり、答えたりしてい

る。  

②日常生活について、英語で正しく書いている。 

･活動の観察 

･後日の Speaking Test 

・プリントへの書き込み 

 

 



（３）展開 

過程 学習活動 学習内容 

評価規

準との

関連 

指導上の留意点 資料等 

Warm 

Up (５) 

１ あいさつ 

○教師と生徒 

 

 

２２２２    手文字手文字手文字手文字 

○ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄの歌 

・Good morning everyone. 

・How are you today? 

・I’m fine thank you, and 

you? 

・I’m ~, thank you. 

・歌にあわせて、ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄの小

文字を両手で作る。 

ア ① 

 

 

 

 

ア ① 

・正しく発音できて

いるか確認し、適宜

指導する。 

＊特にｆとｔｈ 

・ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ小文字の

定着を確認する。 

 

 

 

 

 

CD ﾘﾋﾟｰﾀ

ｰ 

展開 

（３５） 

３ Listening 

○日常生活につ

いての DVD を視

聴する。 

「外国語活動」の「外国語活動」の「外国語活動」の「外国語活動」の

復習復習復習復習    

 

・DVD の視聴内容を簡単に日

本語で確認する。 

  

 

 

 

ア ① 

 

 

 

 

・日常生活で使う動

詞を理解させる。 

・はっきり聞こえる・はっきり聞こえる・はっきり聞こえる・はっきり聞こえる

語を聞き逃さないよ語を聞き逃さないよ語を聞き逃さないよ語を聞き逃さないよ

うにさせる。うにさせる。うにさせる。うにさせる。 

 

･ 英 語 学･ 英 語 学･ 英 語 学･ 英 語 学

びﾉ ｰ ﾄ小びﾉ ｰ ﾄ小びﾉ ｰ ﾄ小びﾉ ｰ ﾄ小

学 生 版学 生 版学 生 版学 生 版

(DVD) 

４ 言語(定着定着定着定着)活

動 

○日常生活につ

いて英語で Q＆A

ができるよう練

習をする。 

 

５ Activity 

○日常生活につ

いて英語で Q＆A

を行う。 

Q:What time do you get 

up? 

A:I get up at 6:00. 

・単語⇒ﾌﾚｰｽﾞ⇒文の順で、ゆ

っくりと、正確に正確に正確に正確に言えるよう練

習する。 

 

 

・日常生活についてｸﾗｽﾒｰﾄとQ

＆A を行い、自分と同じ時間の

生徒を探す。 

ア①② 

イ ① 

 

 

 

 

 

ア①② 

・発音、アクセント

やリズムに十分注意

して練習し、言語活

動がスムースにでき

るようにする。 

・音声と文字の結び音声と文字の結び音声と文字の結び音声と文字の結び

つきを意識させ、「書つきを意識させ、「書つきを意識させ、「書つきを意識させ、「書 

く」ことへスムースく」ことへスムースく」ことへスムースく」ことへスムース

につながるようにすにつながるようにすにつながるようにすにつながるようにす

る。る。る。る。 

・会話をする上で大・会話をする上で大・会話をする上で大・会話をする上で大

切なことを確認す切なことを確認す切なことを確認す切なことを確認す

る。る。る。る。 

・あいさつやMe too. 

Oh, really? Too 

late Too early!など

の言葉も指導する。  

 

 

･ﾌﾟﾘﾝﾄ 

【資料 1】 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ

(１０) 

６ 英作文 

○日常生活につ

いて英語で書く。 

・自分の日常生活について英語 

で書く。 

I get up at 6:00. 

I have lunch at 1:00. 

I go to bed at 10:00. 

ア ① 

イ ② 

・時間に余裕のある

生徒には教科書の

P126 を参考に書く

よう指示する。 

・音声と文字の結び・音声と文字の結び・音声と文字の結び・音声と文字の結び

つきを確認する。つきを確認する。つきを確認する。つきを確認する。 

･ﾌﾟﾘﾝﾄ 

 



 

 

 ２ ４技能をバランスよく指導するために 

  （１）逆向き設計で単元の中に４技能を配置する 

目標の明示・モデルの明示（評価規準）目標の明示・モデルの明示（評価規準）目標の明示・モデルの明示（評価規準）目標の明示・モデルの明示（評価規準）    

「英語のこの力を身につけて活用できるようになって欲しい！」 

○聞く力？読む力？（理解力）・・・何を受信するのか？何を受信するのか？何を受信するのか？何を受信するのか？    

○話す力？書く力？（表現力）・・・何を発信するのか？何を発信するのか？何を発信するのか？何を発信するのか？ 

 

単元の指導計画作成単元の指導計画作成単元の指導計画作成単元の指導計画作成    

「いつ」「どの力」をつけるために「何を」「どう」指導するのか？    

       ○聞く力＆読む力（理解力）○聞く力＆読む力（理解力）○聞く力＆読む力（理解力）○聞く力＆読む力（理解力）    

単語理解（音声・文字）？ 文構造理解？ 教科書本文の理解？  

○話す力＆書く力（表現力）○話す力＆書く力（表現力）○話す力＆書く力（表現力）○話す力＆書く力（表現力）    

         正確な語彙力？ 基本文活用力？ 教科書本文の活用？ 

 

１時間の授業指導計画の作成１時間の授業指導計画の作成１時間の授業指導計画の作成１時間の授業指導計画の作成    

この時間で「何を」指導し、どのレベルまで定着させるのか？ 

          ○語彙力？   ○適切な音声指導？ 

○基本文やスキットのインプット？ 

○教科書本文のインプット？ 

 

実践授業 

【資料１】 



実践例実践例実践例実践例 ～関係代名詞（主格）の用法～ 

    

目標の明示・モデルの明示（評価規準）目標の明示・モデルの明示（評価規準）目標の明示・モデルの明示（評価規準）目標の明示・モデルの明示（評価規準）    

○関係代名詞（主格）を使った英文が「聞いて」わかる「読んで」わかる」 

聞く力、読む力（理解力）をつける。    

 

    

単元の指導計画作成単元の指導計画作成単元の指導計画作成単元の指導計画作成     

    ○聞く力＆読む力（理解力）をつけるために○聞く力＆読む力（理解力）をつけるために○聞く力＆読む力（理解力）をつけるために○聞く力＆読む力（理解力）をつけるために    

・文構造理解 

「聞く」～「話す」でターゲットセンテンスの定着を図る・・・【資料２】 

・教科書本文理解・・・「単語」⇒「ﾌﾚｰｽﾞ」⇒「文」へと「読む」力をつける 

・ターゲットセンテンスの活用（定着度確認） 

 「書く」～「読む」で活用する楽しさを実感する「読んでわかる」･･･【資料３】 

 「聞く」活動でまとめを行う・・・【資料４】 

 

実実実実    践践践践    授授授授    業業業業    

 

 

（２）ターゲットセンテンスを４技能で使いまわして、定着を図る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

実践例実践例実践例実践例 ～不定詞の用法～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入導入導入導入    

目的を明確にして 

「聞聞聞聞かせる」 

「読読読読ませる」 

定着活動定着活動定着活動定着活動    

 

何度も繰り返し 

「言言言言わせる」 

 

ﾍﾟｱﾜｰｸで繰り返し 

「聞聞聞聞かせる」 

「言わせる」 

 

活用活用活用活用    

自分や 

友達のことを 

「書書書書かせる」 

 

「書く」題材を 

 英語を使って 

集めさせる 

実践実践実践実践    

友達の作品を 

「読読読読ませる」 

友達のｽﾋﾟｰﾁを 

「聞聞聞聞かせる」 

AET と 

「話話話話させる」 

ﾃｽﾄの英作文で 

「書書書書かせる」 

導入導入導入導入    

目的＝評価規準 

「I want / like 

to 動詞原形動詞原形動詞原形動詞原形の文

が正しく書ける」 

 

「聞聞聞聞く」活動でど

んなことが言える

ようになればいい

かモデルモデルモデルモデルを示す 

【資料５】 

定着活動定着活動定着活動定着活動    

活動 

ﾊﾟﾀｰﾝﾌﾟﾗｸﾃｨｽと 

ﾍﾟｱﾜｰｸで繰り返し 

「言わせる」 

 「聞かせる」  

   ↓ 

ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ活動で 

「書く」題材を 

集める 

【資料６】 

活用活用活用活用    

自分や友達の 

「行きたい場所」や

「好きなこと」を 

「書書書書いて 

まとめる」

【資料７】 

定着度確認＝評価 

A：理由も書けた 

B：正しく書けた 

C：不十分な英文 

実践実践実践実践    

AET の「行きたい

場所」とその場所に

ついての説明や 

「好きなこと」とそ

の理由についての

長い英文を聞いて

AET への理解を 

深める 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料２】 ペアワークで繰り返し何度も「聞いて」「話して」定着を図る 

 

【資料３】～クイズを作る～ 

自分で選んで「書いた」ｸｲｽﾞ

に友達が「読んで」答える 

      

○正しく英語が活用できる 

     ↓  

○クイズの出し合いが楽しい 

 ↓ 

○もっとできるようになりた

い（次への意欲） 

 



【資料４】職業カルタ・・・「聞いた」順に札を並べてみる（５問×６回、又は１０問×３回） 

 

目標＝評価規準 A：ほぼ全問正解  B：半分以上  C：半分以下 

 

【資料５】                 【資料６】 

 

 



【資料７】 

 目標＝評価規準 

 ・・・【資料５】がモデルなので 

 A：理由等も正しい英文で 

          書けている 

 

 B：I want to ～. 

     I like to ～.が正しい英文で 

          書けている 

 

 C：I want to ～. 

     I like to ～.の英文が 

正しく書けない 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ まとめと課題 

 １ 英語教育小中連携研修会から 

  研修会や小学校の先生方との交流を重ねた中で、「外国語活動」の全体像が把握できたこと、小

学校の先生方が熱心に指導している様子を拝見でき、刺激を受けたことが一番の成果である。 

私たち中学校の教員は「外国語活動」で慣れ親しんだ英語を、「外国語」の授業で「正確に」「定

着」させるため、更に研修を重ねるべきであると痛感した。 

また、中学校区の小学校と情報交換を行い、５年間を見通して、「こんな生徒に育てたい」とい

う想いを共有すべきと考える。所沢市では英語ノートだけでなく、外国語活動用の学びノート

DVD 版が全小学生に配布され、その DVD を基に年間指導計画も作成され、指導しやすくなって

いる。中学校の教師がそれらに目を通すだけでも、「外国語活動」と「外国語」がうまくつながる

のではないだろうか。これから入学してくる生徒は確実に今までとは違ってくる。だからこそ、

私たち中学校の教師が行う授業も工夫・改善し、今までとは違う授業にしていく必要がある。 

 

 ２ ４技能をバランスよく指導するために 

  単元や授業の目標＝評価規準を明確にすることで、教師は「何をどう指導すべきか」が、生徒 

は「何を学習するのか」が明確になり、生徒の授業への意欲や関心が高まったことが成果の一つ 

としてあげられる。 

また、「４技能をバランスよく配置すること」は非常に難しいと考えていたが、「４技能を単元 

や授業の中で上手くつなげる」とスムースに指導できるのがわかったことも大きな成果である。 

 そのためには、新学習指導要領や「評価規準の作成、評価方法の工夫改善のための参考資料（国 

立教育政策研究所）」などを参考に、日々の授業だけでなく、指導計画や評価方法の工夫・改善に

努めることが必要と考える。 

 


